
第三十九巻　　第九朋
　　　　第四百五十五號

　　昭和三十三年九月一日畿行

昭
涌
二
十
・
四
【
年
山
ハ
月
一
日
運
鮎
糊
省
特
別
扱
承
認
雑
勲
凶
第
四
五
一
二
號

昭
職
三
十
三
年
九
月
　
一
日
費
行
（
毎
月
…
厩
謹
行
）

彙
報

教酵部

ブ
ル
…
ノ
の
死
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
清
水
純

ヘ
ー
ゲ
ル
の
入
聞
學
の
性
格
…
…
…
…
…
：
：
・
・
船
山
信

　
一
鶴
系
に
お
け
る
そ
の
地
位
f

シ
ェ
リ
ン
グ
神
學
思
想
の
父
租
た
ち
…
…
エ
ル
ン
ス
ー
・
ベ
ン
ツ

人
間
存
在
と
超
越
：
・
…
…
…
・
：
…
・
・
：
：
…
…
…
三
　
宅
剛

京都大學文學部内

　京都哲學會



　
　
　
　
京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
環
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
間
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

｝
、
右
の
屡
的
の
た
め
に
左
の
纂
業
を
行
う

8
　
毎
月
一
回
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
嚢
蕎
す
る

じ⇒

@
毎
年
公
開
講
演
會
を
胴
く

㊧
　
随
時
研
究
食
を
開
く

一
、
末
會
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
皐
科
教
宮
及
び
委
員
愈
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

…
、
四
三
に
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
愈
貫
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

　
、
本
會
は
愈
員
組
織
と
し
愈
員
に
は
資
絡
の
制
隈
を
設
け
な

い
　
學
校
・
翻
書
館
。
其
他
の
園
髄
は
囲
髄
の
名
を
以
て
入

門
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
愈
員
は
愈
費
と
し
て
年
一
、
二
二
〇
圓
（
會
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
薦
回
す
る

但
し
　
二
園
又
は
三
図
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
曾
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
庸
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
曾
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
攣
部
内
に
お
く

…
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
畢
會
役
員

委
　
員

本武松蓮野西長田武高園島断酒柿臼摩井石池有
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哲
學
研
究
　
第
四
菖
五
十
五
號

四
八

同
博
士
が
黒
総
、
誓
學
、
歴
史
の
各
領
域
に
展
開
さ
れ
て
る
る
赫
々
た
る
業
績
に
つ
い
て
は
最
早
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ら
う
。
漏
出
に
當
っ
て

は
文
…
学
部
荷
賀
田
太
目
教
授
、
教
養
部
櫨
谷
饒
助
教
授
の
御
指
導
を
得
た
。
謬
詰
の
大
部
分
（
＊
印
の
も
の
）
は
、
嬉
士
の
著
、
　
○
。
昏
①
＝
ぎ
ぴ
q
増

～
く
巽
（
8
箒
自
盛
≦
ぼ
滞
障
。
・
。
ぎ
窪
O
窪
ぎ
蕊
（
N
貯
開
0
7
“
一
ゆ
綴
）
及
び
Q
。
魯
亀
ぎ
σ
亀
。
・
警
o
o
び
σ
q
置
6
｝
お
O
o
望
。
も
。
p
ぎ
窪
（
ζ
p
ぎ
び
一
ゆ
♂
）
に
披
つ
た

が
、
そ
の
他
に
於
て
疑
ひ
の
存
す
る
も
の
は
、
一
慮
け
鍵
σ
q
3
ゆ
。
じ
⇒
δ
o
騨
ぎ
霧
（
旧
り
い
伊
鴇
　
ぞ
～
轟
。
切
び
p
飢
O
冨
）
に
從
つ
た
。
な
ほ
灘
文
中
（
）
は
原

文
中
の
括
弧
を
示
し
、
又
、
〔
　
〕
内
及
び
（
　
）
内
の
原
語
と
○
の
傍
点
は
、
意
味
補
足
の
た
め
に
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
課
者
）

次前號貝

室
町
時
代
初
期
に
於
け
る

　
甕
信
難
拙
の
存
在
意
義
…
：

リ
ル
ケ
に
於
け
る

　
限
界
波
却
の
理
想
，
．

…
蓮
　
實
　
重
　
康

　
　
浦
ア
ン
ナ

三．
．
谷
　
友
幸
謬

ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
け
〉
る
行
爲
の
構
咄
氾
：
・
中

　
　
一
特
に
怒
麟
に
罵
催
し
て
一
露

埜

新
芋
紹
介
G
。
マ
ラ
ン
チ
ュ
ク
門
＄
・
キ
ヤ
ケ
ゴ
…
ア
の

薯
作
入
醒
」
「
S
・
キ
ヤ
ケ
ゴ
ー
ア
の
敬
愈
攻
躍
漏

　
　
　
　
・
　
・
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
・
：
・
大
　
　
谷

肇

彙
　
　
報



．
　
囁
炉

（
o
で
．
6
凶
ρ
や
藁
O
“
）
こ
の
言
葉
も
元
來
は
ペ
ト
ラ
ル
キ
ス
ト
戴
に
投
げ
ら
れ
た
皮
肉
で
あ
っ
て
、
い
は
ば
悪
意
な
き
誤
解
と
も
い
う
べ
き
一
例
で
あ

　
ろ
う
。

（
1
2
）
O
o
φ
＜
o
戸
×
轡

（
1
3
）
　
3
嶺
諺
畠
け
ご
ご
勘
置
鍔
O
・
切
三
謬
。
い
お
♂
℃
．
＄

（
1
4
）
鑑
踵
二
σ
q
o
臥
o
O
霞
ぎ
い
び
騨
肇
一
9
0
臨
2
＜
o
ド
目
〕
お
鳶
℃
℃
．
一
〇
i
＝

（
5
i
）
舞
Q
層
拶
¢
σ
q
σ
q
剛
窪
。
…
ω
8
臥
9
鳥
。
鷺
鶉
歪
δ
。
。
亀
戸
勺
母
．
日
く
。
い
頃
唱
や
一
目
心
O
。
。

（
1
6
）
U
o
o
。
＜
o
戸
×
〈
巖
・

（
1
7
）
前
註
一
の
（
5
）
参
照

（
筆
潜
　
蕨
島
大
學
文
學
部
〔
哲
學
〕
助
教
授
）

胃
袋
璽
お
け
・
・
去
化
－
依
．
蜥
ス
秘
力
瓢

㎝
告

…
豫

、
交

論…

ヘ
ー
ゲ
ル
の
人
問
學
の
性
格
（
下
）
…
船

　
告
－
盟
系
に
於
け
る
そ
の
地
位
i

愚
智
墨
蕪
羅
鋤
す
る
…
…
保

山
信
　
一清

ブ
ル
…
ノ
の
死
（
完
）
：
：
…
：
…
…
…
清
　
水
　
純
　
一

737

ブ
ル
ー
ノ
の
死

八
九
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　中　　　　東關東北
　　　　　　　　　海
　部　　　　京東北道
彙
　高三淡下高大石石落

報橋

　巳一郎叢薄正論璽一

　　　　　　　　　　　艀學東東日東日東札

　　　　　　　　　子　ダヘロロノ　ヘロバヘロロ
　文文教文法文學文短

難謙譲繍饗
　〕〕〕〕〕〕〕〕學
　教教教教教教教教助
　　　　　　　　　教
　授授授授授授授授授
　）））））））））

　
　
　
　
會
　
　
告

　
本
京
都
哲
學
會
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
誌
の
定
期
的
刊
行
を
よ
り
圓
滑

な
ら
し
め
る
た
め
に
、
本
四
百
五
十
五
號
よ
り
創
文
就
を
薮
行
所
と
す
る

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
從
っ
て
今
後
は
、
編
輯
、
會
費
携
込
み
及
び
入
會

事
務
の
一
切
は
、
京
都
市
左
京
蔑
三
田
本
町
京
都
大
立
文
畢
部
内
　
京
都

暫
墨
憲
（
振
替
口
座
京
都
照
◎
三
九
番
）
に
て
、
又
雑
誌
の
蛮
行
及
鉱
員

へ
の
脚
付
、
直
接
購
入
の
一
時
は
東
京
都
干
代
田
底
代
嘗
町
二
　
創
交
紅

（
振
替
q
座
東
京
九
工
四
七
二
番
）
に
て
行
ひ
ま
す
か
ら
御
諒
承
を
願
ひ

ま
す
。

　
な
ほ
昭
和
十
四
年
以
來
戦
中
越
後
の
多
難
な
特
期
に
本
誌
の
維
蕾
を
引

受
け
ら
れ
た
弘
文
堂
に
は
こ
の
際
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。　

　
昭
和
三
＋
三
年
八
高
一
日
　
　
　
京
都
哲
學
會

　
　
　
　
會
　
　
告

　
京
都
哲
學
愈
委
員
會
で
は
先
般
、
新
た
に
全
圏
各
地
に
藩
干
名
の
賛
勤

員
を
委
囑
し
、
學
愈
の
鑛
充
と
機
關
誌
の
充
實
と
に
要
す
る
御
助
力
を
仰

ぐ
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。
幸
ひ
現
在
ま
で
に
左
の
諸
賢
の
御
承
諾
を
得

ま
し
た
の
で
、
誌
上
で
御
紹
介
致
し
ま
す
。
な
ほ
こ
の
際
禽
員
各
位
に
於

か
れ
ま
し
て
も
、
宜
し
く
畢
會
の
新
和
に
御
協
力
下
さ
る
や
う
お
願
ひ
致

し
ま
す
。

　
　
　
京
都
哲
學
會
賛
助
員
（
昭
和
三
＋
三
年
八
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
札
幌
、
藤
女
子
短
期
大
學
助
教
授
）

　　　　　　九四中　近京　（，；〉一

環琶1昭州口乞　畿都名　　和
簿括　三米三佐服松近語頭服識語澤山三舞高徳玉
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版各　日
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會
　
　
告

　
京
都
哲
學
愈
購
委
員
、
早
諸
腰
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
教
授
、

矢
田
部
達
郎
先
生
は
鱒
臓
癌
の
た
め
豫
ね
て
爽
京
癌
研
附
燭
病
院
に

入
院
、
療
養
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
効
な
く
、
去
る
三

月
二
十
騰
日
未
明
逡
に
逝
去
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
先
生
が
わ
が
國
の
心
理
零
墨
及
び
廣
く
思
想
界
に
下
民
て
ら
れ
ま

し
た
偉
大
な
業
績
を
恩
ひ
、
特
に
京
都
暫
學
會
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

御
好
意
を
ふ
り
か
へ
っ
て
痛
惜
の
念
に
堪
へ
ま
せ
ん
。
謹
ん
で
先
生

の
御
門
編
を
祈
り
ま
す
。

　
昭
和
三
＋
三
年
八
月
一
軒
　

京
都
零
露
會

九
五



會

告

一
、
本
禽
は
愈
員
緯
織
と
し
奮
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
禽
希
塑
の
方
は
京
都
市
左
京
臨
古
田
京
都
大
攣
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
譲
座
京
都
懸
〇
三
九
番
　
京
都

哲
攣
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
一
、
二
二
〇
圓
又
は
牟
年

六
一
〇
園
）
を
・
お
臨
那
込
下
さ
い

又
・
目
蒲
へ
の
愈
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
襲

費
に
覆
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
繊
薩
代
官
町
二
　
創
文
寵

　
（
振
替
難
座
東
京
九
二
四
七
二
番
創
醤
油
）
宛
に
願
ひ
ま
す

一
、
愈
費
切
れ
の
場
含
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
玄

す
か
ら
直
ち
に
御
携
込
下
さ
い
、
　
（
～
年
分
又
は
牛
年
分
）

會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六
冊
）
の
送
附
濟

を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
愈
費
の
愛
更
其
他
の
事
情
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
又
は
牛
年
）
毎
に
精
鏡
し
ま
す

…
、
會
員
の
韓
居
入
退
愈
の
嬉
務
及
び
編
集
事
務
の
　
切
は
京

都
哲
攣
衡
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
關
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
剣
難
誌
等
は

本
愈
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

都
　
哲
　
學
　
會

鯨
難
黙
照
臨

昭
和
三
十
三
隼
八
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
三
十
三
年
九
月
　
一
　
藏
獲
行

嚢
行
所

編
集
人

遡
行
旗

印
旗
人

即
騰
黙

思

束堀堀東久酒纏京京
暴内内議論袋・都

重詰文震井井毫髪

　　　　醐　　　轟理　　　文

豊難治讐津　　二障
乙　　町　　　部
　　　　　　　内會六所郎二男修

創
　
　
交
　
　
杜

東
京
都
千
代
田
薩
代
歯
町
二

等
盤
口
置
　
門
守
九
二
四
七
二
番

竃
話
　
丸
ノ
内
（
2
3
）
四
〇
〇
八
番

註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
談
者
の
御
注
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
証
文
祉
」
へ
御
申
込
下
さ
い

、
本
誌
の
御
注
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
贋
一

二
〇
園
、
送
料
∵
八
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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